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特
集 名水マラソンを支える人たち

楽
し
い

走
り
を

サ
ポ
ー
ト

　

第
三
十
五
回
越
前
大
野
名
水
マ
ラ
ソ
ン
が
五
月
二

十
三
日
、
県
内
外
か
ら
約
二
千
八
百
人
が
参
加
し
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
市
を
代
表
す
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
と
な
っ
た
こ
の
大
会
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
協

力
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
参
加
し
た
人
た
ち
に
楽

し
く
走
っ
て
も
ら
い
、
こ
の
大
会
が
、
そ
し
て
こ
の

大
野
が
良
い
思
い
出
と
な
る
よ
う
に
と
、
大
会
を
サ

ポ
ー
ト
し
た
多
く
の
人
た
ち
。
大
会
前
か
ら
終
了
後

ま
で
、
大
会
の
裏
方
で
活
躍
し
て
い
た
人
た
ち
を
追

っ
て
み
ま
し
た
。



ス
夕

［
‥
］

ト
回
聊

　

″
I
t
』
－
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第
3
5
回
越
前
大
野
名
水
マ
ラ
ソ
ン
の
準
備
作

業
は
、
昨
年
1
2
月
フ
日
開
催
の
企
画
委
員
会
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
大
会
開
催
ま
で
あ
と
1
ヵ

月
と
な
っ
だ
4
月
末
か
ら
、
マ
ラ
ソ
ン
が
ス
タ

ー
ト
す
る
ま
で
の
準
備
作
業
で
す
。

4月30日午前

　

大会を盛り上げるのぼり

旗を、市民グラウンド周辺

に飾り付け。

4月30日午後

　

マラソンコースのポイントを点検。

同時にコース案内看板も設置。

5月10日夜

　

大会本番に向けての最終確認と

なる、第2回実行委員会を開催。
5月19日午前

　

ゼッケンやプログラム、

参加賞などを袋詰め。

5月20日夜

　

競技をスムーズに運営する

ため、各担当の主任が集まり

打ち合わせ。

5月22日午後

　

大会前日、テントやスタート、

フィニッシュ付近などを準備。

5月23日早朝

mmぷWMB、、最肆φ細かい確認。

　

5月23日朝

　

一人ひとり名簿をチェック

し、参加者の受け付け。

次
ペ
ー
ジ
ヘ

　

第35回越前大野名水マラソン

大会委員長岩田繁憲さん

　

市民の皆さん、「越前大野名水マ

ラソン」にご協力ありがとうござい

ました。私は、この大会の前身「大

野市民マラソン」のころから、何ら

かの形で携わっています。「名水マ

ラソン」と呼ばれるようになり13回

目、県内有数の大きなマラソン大会

として定着しました。うれしい反面、

最初のころに比べ経費や人員が多く

必要になり、運営が大変です。各種

団体や関係機関、そして市民の皆さ

んの協力が無ければ、この大会は運

営できないでしょう。今後ともよろ

しくお願いします。

協
力
し
た
人
た
ち
が
ら
一
言

受付・誘導係

三
嶋
美
雪
さ
ん

　
　
　
　

（
4
1
歳
・
田
野
）

　

こ
の
大
会
は
、
市
内
外

か
ら
多
く
の
人
が
参
加
す

る
。
大
イ
ベ
ン
ト
。
み
ん
な
に
良
い
イ
メ
ー
ジ
を
持

っ
て
も
ら
い
、
大
野
の
こ
と
を
も
っ
と
広
め
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

先導員

中
渾
英
治
さ
ん

　
　
　
　

（
5
0
歳
・
中
挾
）

　

先
導
員
は
十
五
回
目
。

ラ
ン
ナ
ー
は
結
構
速
い
の

で
、
気
が
抜
け
ま
せ
ん
ね
。
こ
の
大
会
は
、
選
手
も

応
援
も
マ
ナ
ー
が
良
く
、
定
導
も
7
ム
ー
ズ
。
で
き

る
限
り
協
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

走路員

臼
井
栄
治
さ
ん

　
　
　

（
3
6
歳
・
下
唯
野
）

　

暑
か
っ
た
の
で
選
手
も

大
変
。
力
走
を
見
て
、
つ

い
仕
お
を
忘
れ
応
援
し
て
い
ま
し
た
。
み
ん
な
に
楽

し
ん
で
も
ら
え
た
の
で
は
。
真
木
和
さ
ん
を
間
近
で

見
れ
て
、
私
も
満
足
で
す
。



厘曼万川高景

　

マラソンがスタートしました。コー

スの沿道で、フィニッシュ地点で大会

をサポートしていた人たち。大会当日、

マラソンを楽しむ人だちとともに、サ

ポートの様子を追ってみました。

親子は同じセッケニノ番号

　

名水マラソンの親子の部は、県内

で1番最初に開催。

本番前、リョギニノグで

体を｜賃らす

　

マラソンは、自分の体を管理

することも大切。

5月23日開会式

　

大野市民吹奏楽団が、会場を盛り

上げようと演奏で協力。

5m2s．日a前iraBi
WmS

給水でUと息

　

暑い一日。ランナーは

水で大助かり、水の準備

は大忙し。

やっと折り返し

　

21キロ強を走るハーフマラソンの部は、

1番人気のある部門。

障害がある人も

　

目の不自由な人も伴走者

がいれば大丈夫。沿道でも

温か＜誘導。

沿道の声援

　

フィニッシュまでもう少し、沿道での

ランナーを力付ける声援。

交差点て交通整理

　

ランナーが安全

に走れるように、

車を誘導。大切で

大変な係。

つイニツリユ

　

審判員は、真剣

そのもの。ランナ

ーはどんな成績か

気になるところ。

協
力
し
た
人
た
ち
が
ら
一
言

救護給水係

前
田
恵
子
さ
ん

林
理
恵
さ
ん

　
　
　

（
大
野
高
校
2
年
）

　

高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
「
流
れ
星
」
の

メ
ン
バ
ー
で
す
。
思
っ
た

よ
り
通
過
す
る
選
手
が
多

く
、
水
の
準
備
が
大
変
。
「
あ
り
が
と
う
」
と
の
声

に
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
協
力
し
た
い
で
す
。

救護給水係

西
川
里
枝
さ
ん

　
　
　

（
牛
ヶ
原
・
5
6
歳
）

　

大
野
市
赤
十
字
奉
仕
団

の
一
員
で
、
給
水
は
十
回

以
上
。
毎
回
、
全
国
の
皆
さ
ん
に
会
え
る
の
が
楽
し

み
。
高
齢
の
人
も
多
く
、
「
頑
張
っ
て
」
と
声
を
掛

け
な
が
ら
水
を
配
っ
て
い
ま
す
。

救護給水係

山
内
理
恵
さ
ん

　
　
　
　

（
上
庄
中
1
年
）

　

小
学
四
年
か
ら
給
水
を

手
伝
っ
て
い
ま
す
。
給
水

は
準
備
が
大
変
で
す
。
で
も
、
選
手
の
人
た
ち
は
も

っ
と
大
変
そ
う
。
「
暑
い
け
れ
ど
頑
張
っ
て
」
と
い

う
気
持
ち
で
水
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

交通指導員

杉
田
敬
子
さ
ん

　
　
　
　

（
中
野
・
4
4
歳
一

　

交
通
指
導
員
に
委
嘱
さ

れ
た
ば
か
り
。
車
が
多
く

緊
張
し
て
い
ま
す
。
ラ
ン
ナ
ー
と
車
の
タ
イ
ミ
ン
グ

が
難
し
い
。
ラ
ン
ナ
ー
が
安
全
に
走
れ
る
よ
う
に
、

車
を
誘
導
し
て
い
ま
す
。



競
回
終
了
皿

　

名
水
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
全
て
の
競
技
が

終
了
し
ま
し
た
。
で
も
、
後
片
付
け
や
成

績
の
ま
と
め
な
ど
、
残
つ
て
い
る
作
業
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
だ
ま
た
、
気
が

抜
け
ま
せ
ん
。

真木さんも満足

　

招待選手の真木和さん。走った

後の名水接待に大喜び。

入賞者の名前を賞状に

　

早くそして正確に。見えない

ところで活躍中。

もうUと頑張り

　

競技終了後に看板やコーンを撤収。疲れて

いてももうひと頑張り。

成績を

パソコニノ処理

　

完走者全員の成績

を処理。人数が多い

ので大変な作業。 活1り，賎£にJミ反省会

　　　　

｀ミー－－－y－

嘔果はど1うiG沿ビ1711Mil；jヽs。
4鎧幽凋ii4

巨万

成績表を送付

　

大会が終わってから

の作業。完走者へ成績

表を送付。

6月11日最後の両玩委員会

li回の反省をムとに第36lil：i：－＾をひ1吼⊆充実。

市教育委員会スポーツ課

　

派遣スポーツ主事

金巻武史さん

　

第
三
十
五
回
越
前
大
野
名
水
マ

ラ
ソ
ン
の
開
催
で
、
協
力
い
た
だ

い
た
大
野
市
陸
上
競
技
協
会
を
は

じ
め
多
く
の
人
た
ち
や
、
沿
道
で

の
声
援
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
形
で
大

会
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
市

民
の
皆
さ
ん
、
心
か
ら
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
市
外
か
ら
の
人
た

ち
が
、
皆
さ
ん
の
温
か
さ
や
観
光

名
所
な
ど
を
実
際
に
触
れ
た
こ
と

で
、
大
野
の
良
さ
を
知
っ
て
い
た

だ
け
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
参
加
さ
れ
た
ラ
ン
ナ

ー
の
皆
さ
ん
、
次
回
へ
の
参
加
も

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
成
績
3
位
以
内

2
キ
ロ
ー
年
親
子
②
仲
井
太
・
那

美
（
有
終
南
）
▼
2
年
親
子
①
村

L
一
幸
．
純
丿
郎
（
阪
谷
）
③
石

坂
吉
晃
・
駿
（
ド
庄
）
▼
3
年
親

子
①
鈴
木
武
彦
・
洋
平
（
有
終
西
）

③
田
中
孝
典
・
呪
気
（
有
終
束
）

▼
小
学
男
子
③
山
本
輿
跡
（
L
庄
）

▼
小
学
女
子
②
下
出
行
芙
（
行
終

販
）
▼
一
般
女
子
3
9
歳
以
下
②
妙

願
枝
里
那
（
佐
開
）

3
キ
ロ
中
学
男
子
①
目
ト
弘
賢

（
陽
明
）
③
沢
田
直
哉
（
上
庄
）

5
キ
ロ
ー
般
男
子
3
0
歳
代
①
パ
田

答
‥
和
（
横
枕
）

開会式で元気に選手宣誓

稲田登代美さん・将弥君

親子（上荒井）

　

多
く
の
巾
民
の
協
力
で
行
わ
れ

た
お
水
マ
ラ
ソ
ン
。
こ
の
人
会
に

限
ら
ず
、
市
内
で
開
催
さ
れ
る
い

ろ
い
ろ
な
行
心
P
は
、
巾
民
の
皆
さ

ん
の
協
力
で
行
わ
わ
て
い
ま
す
。

役
‥
口
や
応
援
、
参
加
な
ど
形
は
変

わ
っ
て
も
、
。
人
ひ
と
り
の
力
が

集
ま
り
、
人
き
な
力
と
な
っ
て
こ

の
よ
う
な
行
巾
を
盛
り
L
げ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ト
月
に

は
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
の
ヴ
球

交
流
大
会
が
、
当
巾
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
み
ん
な
の
人
き
な
力
で
大

会
を
成
功
さ
せ
た
い
で
す
ね
。

決勝審判員

大
久
保
幸
子
さ
ん

　
　
　
　

（
篠
座
・
4
8
歳
）

　

陸
上
の
公
認
審
判
員
と

し
て
毎
回
、
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
の
成
績
が
楽
し
み
。
口
七
く
ぶ
確
に
成
績
を
記
録

し
な
け
れ
ば
と
、
決
勝
で
は
い
つ
も
緊
張
。
ラ
ン
ナ

ー
も
疲
れ
て
い
る
の
で
大
変
で
す
。

着順整理員

笹
川
由
佳
さ
ん

佐
々
木
和
代
さ
ん

上
田
絵
里
子
さ
ん

　
　
　

（
大
野
高
校
2
年
）

　

大
野
高
校
の
テ
ニ
ス
部

員
で
す
。
着
順
整
理
は
、

選
石
が
一
度
に
ゴ
ー
ル
し

て
く
る
と
大
変
。
う
ま
く

整
理
で
き
な
い
部
分
も
あ

つ
た
の
で
反
宵
し
て
い
ま
す
。
で
き
れ
ば
来
年
も
協

力
し
た
い
で
す
。

本部補助員

宇
野
由
依
さ
ん

南
部
晃
江
さ
ん

　
　
　
　

（
開
成
中
1
年
）

　

大
会
本
部
の
補
助
で
す

が
、
み
ん
な
に
結
果
が
ほ
ｔ

く
分
か
る
よ
う
に
と
、
結

構
忙
し
く
疲
れ
ま
す
よ
。

で
も
、
テ
ン
ト
の
中
な
の
で
、
割
〈
‐
涼
し
く
て
走
る

よ
0
は
楽
か
な
。

警察官

吉
川
善
夫
さ
ん

　
　
　

（
大
野
警
察
署

　
　
　
　
　
　

交
通
係
長
）

国
道
交
差
点
で
．
盾
気

を
使
い
ま
す
。
予
告
看
板
な
ど
で
、
思
っ
た
よ
り
車

は
少
な
か
っ
た
で
す
。
た
だ
、
和
泉
村
で
の
ず
ペ
ン

ト
の
せ
い
か
陥
井
方
面
か
ら
の
巾
が
多
く
、
さ
ら
に

予
告
看
板
な
ど
の
充
実
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。



こ
う
い
う
大
野
に
わ
芒
a
住
み
た
い

「
1
0
年
後
の
あ
な
た
の
描
く
大
野
市
像
」

市
μ
〈
の
メ
’
＞
s
X
i
L
ジ
募
渠

　

市
で
は
、
「
巾
民
と
と
も
に
高

め
あ
い
創
り
出
す
巾
政
」
を
目
指

し
て
「
市
長
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

を
募
集
し
ま
す
。

　

当
紙
の
今
月
号
に
折
り
込
ん
で

あ
る
用
紙
に
、
あ
な
た
の
提
言
や

ア
イ
デ
ア
を
書
い
て
、
7
月
3
1
日

出
ま
で
に
投
か
ん
（
切
手
不
要
）

し
て
く
だ
さ
い
。

小
・
中
・
高
校
生
の
皆
さ
ん
も

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
「
m
一
年
後

の
あ
な
た
の
描
く
大
野
心
像
」
。

将
来
ど
ん
な
大
野
に
な
っ
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
か
。
未
来
の
大
野

に
対
し
て
ど
ん
な
夢
を
持
っ
て
い

ま
す
か
。

　

皆
さ
ん
の
提
言
、
ア
イ
デ
ア
を

た
く
さ
ん
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

小
・
中
学
生
や
高
校
生
の
皆
さ
ん

か
ら
の
、
楽
し
く
ユ
ニ
ー
ク
な
発

想
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

市
長
が
目
を
通
し
ま
す

　

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
す
べ
て
市
長
自

身
が
目
を
通
し
、
具
体
的
に
実
現

可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
市
の
施
策
に
反
映
さ
せ
る
方
針

で
す
。
ま
た
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
集

計
結
果
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
当

紙
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

電
子
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け

　

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
電
子
メ
ー
ル

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

メ
ー
ル
で
応
募
す
る
場
合
は
、

「
巾
長
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
書

い
て
く
だ
さ
い
。

電
子
メ
ー
ル
の
ア
ド
レ
ス

　

呂
c
＠
n
i
i
t
e
n
e
．
o
こ
p

問
い
合
わ
甘
先
市
役
所
秘
書
広

　

報
課
広
一
聴
9
三
豊
6
6
・
1

　

1
1
1
内
線
4
4
1
）

第四次総合計画

策定委員を募集

　

市では、21世紀最初の10年間を計画期間としたま

ちづくりの指針となる「第四次総合計画」策定に向

け、広く市民の皆さんの声を反映させるため、次の

とおり策定委員を募集します。

募集人数5人

対象20歳以上の市民で、市の将来構想につ

　　　　　

いて関心があり、意欲的に取り組んでい

　　　　　

ただける人

応募方法将来の大野についての思いを400字程

　　　　　

度にまとめ、住所・氏名・年齢・職業・

　　　　　

電話番号を明記の上、提出（書式は自由、

　　　　　

郵送も可）

締切日7月23日頃）（当日の消印有効）

応募・問い合わせ先市役所市長公室総合政策課

　　　　　　　　　　

〒912－8666天神町1－1

　　　　　　　　　　

a66・1111内線431

リフト付き福祉バス

『でゆ』専知）専修］

7月5日から運行

　

市
で
は
、
障
害
者
や
高
齢
者
の

皆
さ
ん
の
社
会
参
加
に
役
立
て
て

も
ら
お
う
と
、
七
月
五
口
か
ら
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
送
迎
バ
ス
に

リ
フ
ト
付
き
福
祉
バ
ス
を
導
人

し
、
運
行
コ
ー
ス
を
一
部
変
更
し

ま
す
。

　

バ
ス
の
愛
称
は
「
い
き
い
き

号
」
。
車
い
す
の
ま
ま
で
も
乗
車

可
能
な
リ
フ
ト
付
き
の
バ
ス
で
す
。

　

運
行
は
月
一
回
、
今
ま
で
と
同

じ
各
地
区
か
ら
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
ま
で
の
送
迎
コ
ー
ス
に
、
J
R

越
前
大
野
駅
や
市
役
所
、
保
健
セ

ン
タ
ー
を
回
る
コ
ー
ス
が
加
わ
り

ま
す
。

対
象
者
障
害
者
・
高
齢
者
と
そ

　

の
介
護
人
・
付
添
人

運
行
日
時
地
区
毎
に
決
定

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
福
祉
課

　

社
会
福
祉
係
（
豊
6
6
・
1
1
1

　

1
内
線
4
7
2
）
ま
た
は
市
老

　

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
容
6
6
・
2

　

3
3
5
）

運行経路図



定例

市議会

介
護
保
険
事
業
や
除
雪
車
更
新
。
道
路
整
備
費
な
ど

一
般
会
計
に

　

2
億
2
千
5
百
万
円
余
り
を
追
加

　

第
三
百
三
回
定
例
市
議
会
が
、

六
月
十
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
開

か
れ
「
一
般
会
計
補
正
予
算
案
」

　

「
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算

案
」
な
ど
十
三
議
案
を
審
議
。
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
歳
入
・
歳
出

に
そ
れ
ぞ
れ
二
億
二
千
五
百
十
九

万
七
千
円
か
追
加
さ
れ
、
予
算
総

額
は
百
七
十
三
億
八
千
百
十
九
万

七
千
円
と
な
り
、
前
年
度
と
比
べ

て
十
・
六
％
の
増
で
す
。

　

主
な
事
業
は
、
介
護
保
険
制
度

の
施
行
準
備
経
費
や
要
介
護
認
定

経
費
、
農
村
総
合
整
備
事
業
、
除

雪
車
の
購
入
費
、
道
路
整
備
費
な

ど
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
左
表
の

と
お
り
で
す
。

6月補正 一般会計の主な事業

◆民生費

　

・介護保険事業・・・・・・・・・・・14，629千円

　

・高齢者外出促進支援事業・・・・●・・3，000千円

◆衛生費

　

・休日急患診療所運営事業・．・・・・．4，539千円

◆農林水産業費

　

・公社営畜産基地建設事業●・・・・・・3，000千円

　

・県単水難防止対策事業・・・・・・・・2，270千円

　

・農村総合整備事業・・・・・・・●・70，700千円

◆土木費

　

・道路維持管理経費・・・・・・・・．・6，500千円

　

・道路整備事業・．・・・・・●・・・26，600千円

　

・除雪車更新事業●・・・・・・・●・28，581千円

　

・雪寒地域道路整備事業・・・・・・・47，574千円

　

・下水道事業特別会計繰出金・・・●・・4，001千円

有
機
堆
肥
製
造
施
設

　
　

設
置
条
例
を
制
定

　

鶏
糞
乾
燥
施
設
（
中
丁
）
と
堆

（
た
い
）
肥
製
造
施
設
（
中
据
）

の
設
置
に
よ
り
、
有
機
農
業
を
促

進
し
農
業
の
振
興
を
図
っ
て
い
く

た
め
、
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
で
は
、
業
務
内
容
や
利
用
料

金
が
定
め
ら
れ
、
管
理
は
テ
ラ
ル

越
前
農
業
協
同
組
合
に
委
託
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

　
　
　

負
担
金
を
改
定

　

利
用
者
負
担
金
が
、
国
の
基
準

に
準
じ
て
七
月
か
ら
一
部
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
生
計
中
心
者
の

前
年
所
得
税
額
が
十
四
万
一
円
以

上
の
世
帯
で
は
、
一
時
間
当
た
り

九
百
四
十
円
か
ら
九
百
五
十
円
に

な
り
ま
し
た
。

公平委員会委員に

　　　　　

駒原武夫さん

　

5月20日付けで辞任された公平委員会委

員の長谷川忍さんの後任に、駒原武夫さん

（62歳・西市）が6月定例市議会の同意を

得て、選任されました。任期は、平成11年

6月23日から平成13年12月22日までです。

気
に
な
り
よ
す
介
護
保
険
制
度

，、1。。1

　

現
在
、
介
護
は
誰
も
が
直
面
す
る
重
要
な
問
題
で
す
。
そ

こ
で
、
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
よ
う
と
「
介
護
保
険
制
度
」

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
平
成
十
二
年
四
月
か
ら
始
ま
る
こ
の
制

度
に
つ
い
て
、
シ
リ
ー
ズ
で
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

　

当
市
の
高
齢
化
率
は
平
成
十
一

年
四
月
一
日
現
在
、
二
二
・
七
％

で
、
今
後
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進

む
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

急
速
な
高
齢
化
に
よ
り
、
必
然

的
に
寝
た
き
り
や
痴
呆
の
高
齢
者

が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

の
一
方
で
、
介
護
が
必
要
な
期
間

の
長
期
化
や
介
護
す
る
人
の
高
齢

化
な
ど
で
、
家
族
で
の
介
護
が
難

し
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

シ
リ
ー
ズ
の
一
回
目
と
し
て
、

今
回
は
介
護
保
険
制
度
の
概
要
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

《
制
度
の
運
営
主
体
‥
保
険
者
》

　

大
野
市
が
運
営

　

《
加
入
す
る
人
‥
被
保
険
者
》

　

4
0
歳
以
上
の
人
が
加
入

　

6
5
歳
以
上
の
人
＝
第
1
号
被
保

険
者
、
4
0
歳
～
6
4
歳
の
人
で
医
療

保
険
加
入
者
＝
第
2
号
被
保
険
者

　

《
保
険
料
》

　

第
1
号
被
保
険
者

　
　

保
険
料
額
は
市
が
決
定
し
、

　

年
金
が
一
定
額
以
上
の
人
は
年

　

金
か
ら
天
引
き
。
そ
れ
以
外
の

　

人
は
市
へ
直
接
納
付

　

第
2
号
被
保
険
者

　
　

保
険
料
額
は
加
入
し
て
い
る

　

医
療
保
険
が
決
定
し
、
医
療
保

　

険
料
と
一
緒
に
納
付

　

《
サ
ー
ビ
ス
対
象
者
》

　

寝
た
き
り
や
痴
呆
な
ど
で
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
人
（
第
2
号
被

保
険
者
は
初
老
期
痴
呆
や
脳
血
管

障
害
な
ど
に
よ
る
場
合
に
限
定
）

　

《
認
定
申
請
》

　

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き
は

市
に
申
請
。
市
は
心
身
の
状
態
を

調
査
し
、
そ
の
結
果
と
か
か
り
つ

け
医
師
の
意
見
書
を
基
に
「
介
護

保
険
認
定
審
査
会
」
で
介
護
度
を

認
定
。
介
護
度
に
応
じ
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

　

認
定
申
請
の
受
付
開
始
は
、
今

年
の
1
0
月

　

《
サ
ー
ビ
ス
》

　

在
宅
サ
ー
ビ
ス
と
施
設
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
で
き
る

　

《
利
用
料
》

　

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
、
サ
ー
ビ

ス
料
の
I
割
を
負
担

　

市
で
は
、
こ
の
制
度
が
円
滑
に

運
営
で
き
る
よ
う
に
現
在
、
「
介

護
保
険
事
業
計
画
」
を
策
定
中
で

す
。
ま
た
今
後
、
住
民
説
明
会
を

開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
高
齢
者

　

福
祉
室
（
豊
6
6
・
1
1
1
1

　

内
線
4
7
8
）
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説万ジ

介護保険と

寝たきり、痴ほう予防

元
気
な
老
後
を
目
指
し
、

　
　
　
　
　
　
　

地
域
で
お
手
伝
い

　

平
成
十
二
年
四
月
の
介
護
保
険
制
度
開
始
に
向
け
、
当

市
で
も
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
寝
た
き
り
や
痴
ほ

う
で
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
給

付
が
あ
る
介
護
保
険
で
す
が
、
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
だ
け
で

な
く
、
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
予
防
活
動
を
行

う
こ
と
も
、
重
要
な
事
業
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
市
で
千
二
百
人
が
該
当

　

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
対
象
者

に
該
当
す
る
要
介
護
・
要
支
援
状

態
の
人
は
、
全
国
平
均
で
六
十
五

歳
以
上
の
人
口
の
て
一
一
％
と
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。
当
市
で
は
、
六

十
五
歳
以
七
の
市
民
の
う
ち
約
千

二
百
人
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
る
た

め
、
皆
さ
ん
の
保
険
料
で
費
用
を

負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
対
象
者
が
公
平
に
充
実

し
た
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
体

制
づ
く
り
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
そ
の
一
方
で
は
、
高
齢
者

が
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う

に
す
る
予
防
活
動
も
重
要
で
す
。

高
齢
者
自
ら
予
防
の
意
識
を

　

寝
た
き
り
は
予
防
で
き
る
と
思

い
ま
す
か
？

　

痴
ほ
う
を
予
防
で
き
る
と
思
っ

て
い
ま
す
か
？

　

阪
谷
地
区
で
行
っ
た
調
査
の
結

果
、
予
防
で
き
る
と
思
っ
て
い
る

人
は
四
七
％
で
、
高
齢
酋
に
な
る

程
、
予
防
で
き
る
と
思
っ
て
い
る

人
が
減
る
傾
向
の
よ
う
で
す
。

　

六
月
六
日
に
開
か
れ
た
「
脳
の

元
気
づ
く
り
講
演
会
」
で
、
講
師

の
金
子
満
雄
先
生
は
「
軽
・
中
度

の
痴
ほ
う
は
地
域
ぐ
る
み
の
脳
リ

ハ
ビ
リ
で
回
復
で
き
る
」
と
言
っ

て
い
ま
す
。
高
齢
者
自
ら
が
、
寝

た
き
り
や
痴
ほ
う
は
予
防
で
き
る

と
い
う
意
識
を
持
ち
、
前
向
き
な

生
き
方
を
実
践
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
教
室

　

市
で
は
、
予
防
活
動
の
一
環
と

し
て
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
と
も

に
、
モ
デ
ル
地
区
で
の
高
齢
者
ふ

れ
あ
い
教
室
～
脳
リ
ハ
ビ
リ
を
め

ざ
し
て
～
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

月
に
一
回
の
開
催
で
、
地
区
の

集
会
場
を
利
川
し
て
、
体
操
や
ゲ

ー
ム
、
歌
、
手
作
り
工
作
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
地
元
の
老
人
会

や
婦
人
会
、
区
長
、
民
生
委
員
、

保
健
推
進
員
、
福
祉
委
員
な
ど
の

人
た
ち
の
協
力
で
運
営
さ
れ
、
参

加
者
の
「
楽
し
み
」
の
一
つ
と
な

っ
て
い
ま
す
。

楽
し
く
健
康
づ
く
り

　

地
道
で
す
が
、
地
域
に
根
ざ
し

た
活
動
が
大
切
で
す
。
地
域
で
高

齢
者
が
楽
し
く
健
康
づ
く
り
を
行

う
こ
と
で
、
寝
た
き
り
や
痴
ほ
う

の
予
防
と
な
り
、
健
や
か
に
老
い

て
い
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
現
在
の
活
動
が
、
こ
の
お
手

伝
い
に
な
れ
ば
と
、
熱
意
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
ず
予
防
で
す
。
壮
年
期
か
ら

元
気
な
老
後
を
め
ざ
し
て
、
趣
味

を
楽
し
み
、
話
や
交
流
を
求
め
、

運
動
を
す
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し

ょ
’
つ
。

ちょつと気になる栄養の話

2。日常生活は、

　　　　　　

栄養、運動、休養のバランスで

　

今月は、「からだとこころの健康づくり大野・

和泉食生活指針」の2項目です。

　

健康づくりは、栄養・運動・休養のバランスの

とれた健康的な生活習慣の実践が大切です。みな

さんは、どのような運動をしていますか？運動と

いうと息切れするような激しい運動を思い浮かべ

るかもしれませんが、健康づくりのための運動は、

「はや歩き」のようなもので、生活の中で無理な

く継続して行うことができます。ただし、疲れ過

ぎの場合や食事の内容が不適切な場合、このよう

な運動でも体の害になることがあります。酒の飲

みすぎやタバコの吸いすぎなどは運動の効果を邪

魔します。

　

食事は、栄養素を満遍なくとった上で腹八分目。

休養を十分にとり、酒の飲み過ぎを避け、タバコ

は禁煙、規則正しい生活を心がけることが、運動

効果を上げる早道です。

皆さんの健康づくりを後押しじます・保健センター（豊65・7333）



暮
ら
し
の

ア
ド
バ
イ
ス

賢U買号⑤

～暮らしを豊かに～

　

最
近
、
多
種
多
様
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
大
量
に
流
通

す
る
よ
う
に
な
り
、
消
費
者
の
選
択
肢
が
広
か
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
商
品
の
品
質
や
価
格
に
つ
い

て
確
か
な
目
を
持
つ
こ
と
は
、
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
上

で
一
層
大
切
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
賢
い
買

い
物
の
ち
よ
つ
と
し
た
知
恵
を
紹
介
し
ま
す
。

家
計
に
や
さ
し
い
事
項

①
買
い
物
専
用
財
布
を
用
意
す
る

　

一
ヵ
月
の
食
費
や
消
耗
品
費
を

集
め
た
専
用
財
布
を
用
意
し
、
買

い
物
は
必
ず
そ
の
財
布
で
賄
う
。

節
約
で
き
た
と
き
は
、
月
末
の
楽

し
み
費
川
に
。

②
在
庫
表
を
作
る

　

今
、
何
か
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の

か
配
庫
表
を
作
り
、
賞
味
期
限
間

近
な
も
の
は
、
目
立
つ
と
こ
ろ
に

置
く
。
次
の
買
い
物
日
ま
で
に
材

料
を
使
い
切
れ
る
よ
う
に
献
立
に

も
工
夫
を
。

③
商
品
底
値
ノ
ー
ト
を
作
る

　

毎
日
チ
ラ
シ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

商
品
の
底
値
ノ
ー
ト
（
グ
ラ
ム
当

た
り
の
単
価
ま
で
記
載
）
を
作
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
店
で
特
徴
が
あ
り
、

安
く
な
る
品
物
や
安
く
な
る
サ
イ

ク
ル
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

を
見
分
け
、
常
備
品
な
ど
は
底
値

の
と
き
に
買
っ
て
は
。

④
買
い
物
に
メ
モ
を
持
っ
て
い
く

　

買
い
物
に
行
く
と
き
に
、
欲
し

い
商
品
と
妥
協
で
き
る
値
段
を
書

い
た
メ
モ
を
持
っ
て
い
く
。
買
い

物
は
、
実
際
に
見
て
、
品
質
と
値

段
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
か
ら
。

⑤
消
費
期
限
や
単
位
単
価
表
示
を

確
認
す
る

　

商
品
の
消
費
期
限
や
単
位
単
価

表
示
（
百
グ
ラ
ム
当
た
り
2
円
）

を
確
認
す
る
。
そ
の
と
き
に
ど
ん

な
に
安
く
て
も
、
自
分
に
必
要
か

ど
う
か
判
断
し
、
量
と
質
が
合
わ

な
い
と
き
は
買
わ
な
い
。

⑥
セ
ー
ル
の
字
に
惑
わ
さ
れ
な
い

　

セ
ー
ル
の
字
に
惑
わ
さ
れ
な
い

よ
う
に
。
安
く
な
い
と
き
も
あ
る
。

⑦
タ
イ
ム
サ
ー
ビ
ス
が
狙
い
目

　

開
店
直
後
と
夕
方
の
タ
イ
ム
サ

ー
ビ
ス
が
狙
い
目
。
チ
ラ
シ
に
載

っ
て
い
な
い
破
格
値
の
商
品
が
あ

る
こ
と
も
。

⑧
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
活
用

　

ポ
イ
ン
ト
制
度
が
あ
る
場
〈
口
、

2
倍
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト

セ
ー
ル
時
に
、
日
ご
ろ
値
下
げ
さ

れ
な
い
も
の
を
買
う
。
し
か
し
、

ポ
イ
ン
ト
に
つ
ら
れ
て
必
要
の
な

い
も
の
ま
で
買
わ
な
い
よ
う
に
。

⑨
見
切
り
品
コ
ー
ナ
ー
を
の
ぞ
く

　

見
切
り
品
コ
ー
ナ
ー
を
の
ぞ
い

て
み
よ
う
。
そ
の
日
使
う
分
だ
っ

た
ら
上
分
に
間
に
合
う
。

呵
料
理
は
手
作
り
を
心
掛
け
る

　

料
理
は
、
素
材
を
う
ま
く
利
川

し
て
手
作
り
を
心
掛
け
る
。

⑩
少
し
腹
ご
し
ら
え
し
て
い
く

　

お
な
か
が
す
い
て
い
る
と
、
い

ら
な
い
も
の
ま
で
買
い
や
す
く
な

る
。
少
し
腹
ご
し
ら
え
し
て
か
ら

買
い
物
に
行
こ
う
。

⑩
後
で
レ
シ
ー
ト
を
チ
ェ
ッ
ク

　

レ
シ
ー
ト
は
、
後
で
必
ず
チ
ェ

ッ
ク
し
て
家
計
簿
に
記
人
。
節
約

ば
か
り
に
気
を
取
ら
れ
な
い
で
、

必
要
な
栄
養
素
は
き
ち
ん
と
取
る

よ
う
に
心
掛
け
る
。

省
資
源
に
関
す
る
事
項

⑨
再
生
紙
の
も
の
を
買
う

　

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど

は
、
エ
コ
マ
ー
ク
や
グ
リ
ー
ン
マ

ー
ク
の
つ
い
て
い
る
再
生
紙
の
も

の
を
買
う
。

⑨
詰
め
替
え
で
き
る
も
の
を
選
ぶ

　

シ
ャ
ン
プ
ー
や
洗
剤
な
ど
の
商

品
は
、
詰
め
替
え
で
き
る
も
の
を

選
ぶ
。

⑩
ト
レ
ー
や
牛
乳
パ
ッ
ク
の
回
収

　

ト
レ
ー
や
牛
乳
パ
ッ
ク
を
回
収

し
て
い
る
店
へ
持
っ
て
い
く
。

⑩
買
い
物
袋
を
持
参
す
る

　

レ
ジ
袋
二
十
枚
で
コ
ッ
プ
一
杯

分
の
石
油
を
節
約
。
レ
ジ
袋
を
も

ら
わ
な
い
よ
う
に
、
買
い
物
袋
を

持
参
す
る
。
店
に
よ
っ
て
は
、
買

い
物
券
な
ど
が
も
ら
え
る
の
で
集

め
て
利
用
し
よ
う
。

消費生活に関するご相談は消費者相談センターへ容66・1111内線464 I
り布吟所

生活環境課j



市民⑩

ぺ≠ジ

■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
土

今月のスナップ

　

収穫が楽しみです
（「蕨つ子田」田植え）

ぐIるーぷ登場 大野モンドクラブ

バ
ラ
ン
ス
よ
く
体
を
動
か
し
健
康
づ
く
り

　

午
後
7
時
「
青
年
の
家
」
の
中

か
ら
、
明
る
く
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
音

楽
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ク
ラ
ブ
は
、
整

美
体
操
と
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
の
グ
ル

ー
プ
で
毎
週
火
曜
日
に
「
青
年
の

家
」
で
活
動
し
て
い
ま
す
、
整
美

体
操
と
い
う
の
は
、
バ
ラ
ン
ス
よ

く
体
を
動
か
す
こ
と
で
骨
格
や
筋

肉
を
整
え
る
体
操
の
こ
と
で
す
。

　
　

「
昭
和
六
十
年
ご
ろ
下
庄
公
民

館
で
行
わ
れ
た
整
美
体
操
教
室

を
、
自
分
た
ち
で
続
け
た
い
と
思

っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
と
い
う
と
、
激
し
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、
こ

の
ク
ラ
ブ
は
整
美
体
操
が
中
心

で
、
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
体
を
動
か

そ
う
と
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
小
さ
い

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
中
に
は
、

十
年
以
上
続
け
て
い
る
会
員
も
い

ま
す
よ
。
整
美
体
操
を
始
め
て
か

ら
風
邪
を
ひ
き
に
く
く
な
っ
た
と

か
、
病
気
を
し
て
も
長
引
か
な
く

な
っ
た
と
い
う
人
が
多
い
で
す

ね
」
と
代
表
の
水
口
理
枝
さ
ん
。

　
　

「
最
初
は
、
ス
ト
レ

ッ
チ
な
ど
で
筋
肉
を
伸

ば
し
て
い
き
ま
す
。
体

が
慣
れ
て
か
ら
、
音
楽

に
合
わ
せ
て
体
を
動
か

し
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
よ

く
体
を
動
か
す
こ
と
で

姿
勢
が
良
く
な
り
、
内

臓
な
ど
の
働
き
も
活
発

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
体
を

動
か
す
こ
と
は
ス
ト
レ

ス
解
消
に
も
な
り
ま
す

ね
。
体
を
動
か
し
て
さ

わ
や
か
な
汗
を
か
く
の

は
本
当
に
気
持
ち
が
い

い
で
す
よ
」
講
師
の
福

田
よ
志
子
さ
ん
は
、
夕

オ
ル
で
汗
を
ぬ
ぐ
っ
て
い
ま
し
た
。

現
在
、
ク
ラ
ブ
で
は
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は

代
表
の
水
口
理
枝
さ
ん
（
酋
6
6
。

2
2
7
1
）
ま
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

フックトーク

たいt

『
夢
つ
て
な
ん
だ
ろ
う
』

　

寝
て
い
る
と
き
見
る
も
の
、
夢
。

「
ど
う
し
て
夢
を
見
る
ん
だ
ろ
う
」

「
夢
っ
て
な
に
」
と
子
供
に
聞
か

れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ

の
本
は
、
そ
の
質
問
に
的
確
に
答

え
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
る
人

に
、
お
薦
め
の
一
冊
で
す
。

　

眠
っ
て
い
る
と
き

に
は
、
何
も
見
え
な

い
は
ず
な
の
に
、
夢

の
中
で
は
い
ろ
ん
な

景
色
や
、
実
際
に
は

存
在
し
な
い
も
の
が

現
れ
た
り
し
ま
す
。

子
供
は
夢
の
中
で
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
見

て
、
聞
い
て
、
感
じ

て
い
る
の
で
す
。
子

供
に
と
っ
て
、
夢
の

中
で
生
き
る
こ
と
は

大
切
な
ん
だ
と
著
者

は
書
い
て
い
ま
す
。

『
ぼ
く
は
く
ま
の
ま
ま
で

　
　
　

い
た
か
っ
た
の
に
』

　

こ
の
本
は
、
ク
マ
が
冬
眠
か
ら

覚
め
て
、
穴
か
ら
出
て
み
る
と
、

森
が
跡
形
も
な
く
消
え
て
い
て
、

工
場
に
変
わ
っ
て
い
た
と
い
う
話

し
で
す
。

　

ク
マ
は
人
間
に
「
ぼ
く
は
ク
マ

な
ん
だ
け
ど
…
」
と
、
言
っ
て
も

信
じ
て
も
ら
え
ず
、
工
場
で
働
か

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ク
マ

に
と
っ
て
は
「
夢
」
か
ら
覚
め
た

ら
「
夢
の
世
界
」
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　

さ
て
、
あ
な
た
が
見
る
夢
は
ど

ん
な
夢
？
そ
し
て
、
夢
か
ら
覚
め

た
時
ど
ん
な
気
持
ち
で
す
か
。
心

地
よ
い
眠
り
と
目
覚
め
で
、
気
持

ち
の
よ
い
一
日
を
ど
う
ぞ
。

　　　　　

『夢ってなんだろう』（左）

『ぼくはくまのままでいたかったのに』（右）
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私七，勺．｀Cこ，そ

市
外
か
ら
大
野
市
の
成
人
式
に
参
加
し
た
い
の
で
す
が

圓
】

　

私
の
息
子
は
大
阪

に
住
ん
で
い
ま
す
。

高
校
を
卒
業
し
て
働

き
に
出
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
と

き
に
住
民
登
録
も
大
阪
へ
異
動
し

ま
し
た
。
最
近
に
な
っ
て
息
子
か

ら
「
大
阪
で
開
か
れ
る
成
人
式
に

出
席
し
て
も
、
同
級
生
に
会
え
る

わ
け
で
は
な
い
か
ら
楽
し
く
な

い
。
成
人
式
が
同
級
生
の
み
ん
な

と
一
堂
に
会
え
る
最
後
の
機
会
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
、
ど
う

し
て
も
大
野
巾
の
成
人
式
に
参
加

し
た
い
」
と
言
っ
て
き
ま
し
た
。

親
と
し
て
も
子
供
の
希
望
を
ぜ
ひ

と
も
か
な
え
て
や
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

私
の
息
子
の
よ
う
に
、
市
外
に

住
民
ひ
録
し
て
い
て
も
大
野
市
の

成
人
式
に
出
席
で
き
る
の
で
し
ょ

う
か
。
（
林
秀
樹
●
春
口
一
丁
目
）

A

　

大
阪
か
ら
平
成
十

二
年
の
当
市
の
成
人

式
に
9
㈲
を
希
望
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

当
市
出
身
で
市
外
に
住
民
登
録
さ

れ
て
い
る
人
も
、
参
加
の
申
し
込

み
を
さ
れ
れ
ば
当
市
の
成
人
式
に

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

成
人
式
の
開
催
日
は
今
の
と
こ

ろ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
当
市

の
成
人
式
に
参
加
を
希
望
す
る
人

は
十
一
月
か
ら
十
二
月
中
旬
ま
で

に
申
し
込
み
を
す
れ
ば
、
成
人
式

当
日
に
配
る
『
成
人
式
の
し
お
り
』

に
巾
内
で
の
連
絡
先
と
氏
名
が
記

載
さ
れ
ま
す
。
申
し
込
み
さ
れ
た

人
へ
は
参
加
案
内
の
ハ
ガ
キ
が
十

二
月
下
旬
か
ら
一
月
上
旬
に
市
内

の
連
絡
先
へ
郵
送
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
申
込
締
切
日
以
降
に

申
し
込
ま
れ
た
場
合
は
『
成
人
式

の
し
お
り
』
へ
の
掲
載
が
間
に
合

わ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
に
必
要
な
事
項
は
、

参
加
さ
れ
る
本
人
の
氏
名
、
生
年

月
日
と
当
市
で
の
連
絡
先
と
な
る

住
所
、
電
話
番
号
で
す
。
な
お
、

市
内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人
は

参
加
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
申
し
込
み
は
、
は
が
き
、

電
話
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
受
け

付
け
ま
す
。

　

日
程
な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、

広
報
な
ど
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し

て
い
き
ま
す
。
（
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
長
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
（
豊

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
5
4
2
）

　

E
メ
ー
ル
o
n
o
＠
ヨ
i
t
e
n
e
．
o
こ
p

刻賄珍

夢
は
1
0
0
j
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン

中
＃
t
心
義
さ
ん
（
し
十
二
歳
明
倫
町
）

　

中
井
さ
ん
は
、
市
内
の
マ
ラ
ソ

ン
愛
好
家
で
結
成
し
て
い
る
「
大

野
名
水
走
友
会
」
の
言
貝
で
す
。

会
員
で
は
最
年
長
で
す
が
、
今
年

の
「
越
前
大
野
名
水
マ
ラ
ソ
ン
」

で
十
ノ
を
完
走
し
た
健
脚
の
持
ち

主
。
国
内
は
も
と
よ
り
海
外
で
行

わ
れ
る
マ
ラ
ソ
ン
に
数
多
く
参
加

し
、
そ
の
数
は
今
回
の
名
水
了
フ

ソ
ン
で
二
百
三
十
回
に
な
り
ま
す
。

　
　

「
五
十
歳
の
と
き
に
、
健
康
づ

く
り
の
ひ
と
つ
と
し
て
走
り
始
め

た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
の
う

ち
に
実
力
を
試
し
た
く
な
り
〃
大

野
マ
ラ
ソ
ン
’
に
参
加
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
病
み
つ
き
に
な
り
ま
し

た
ね
。
で
も
基
本
は
健
康
づ
く
り
。

今
で
も
大
き
な
病
気
に
か
か
る
こ

と
も
な
く
元
気
で
い
ら
れ
る
の
は
、

マ
ラ
ソ
ン
を
続
け
て
い
る
お
か
げ

で
す
か
ね
」
と
笑
い
顔
。

　
　

「
順
位
に
こ
だ
わ
っ
て
走
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
最
近

は
、
走
れ
る
こ
と
の
ほ
う
が
う
れ

し
い
で
す
ね
。
マ
ラ
ソ
ン
を
通
し

て
知
り
合
っ
た
仲
間
と
、
各
地
の

大
会
で
顔
を
合
わ
す
の
も
楽
し
み

の
ひ
と
つ
で
す
。
以
前
に
〃
人
は

年
を
取
る
だ
け
で
は
老
け
な
い
、

夢
を
失
う
こ
と
に
よ
っ
て
老
け
る
〃

と
い
う
言
葉
を
聞
き
ま
し
た
。
私

も
そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。

今
の
夢
は
百
ノ
の
距
離
を
走
る
ウ

ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
し
て
、

完
走
す
る
こ
と
で
す
。
大
野
の
マ

ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
は
全
国
で
も
有
数

の
走
り
や
す
い
コ
ー
ス
だ
と
思
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
走
っ
て
み

ま
せ
ん
か
」
と
、
元
気
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、

住
所
・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
尽
9
1
2
－
8
6

6
6
大
野
市
天
神
町
一
－
－

市
役
所
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

係
」
で
す
。

お
知
ら
せ

お
ど
り
指
導
員
派
遣
と

お
ど
り
誘
導
員
の
募
集

城
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　

お
お
の
お
ど
り
の
練
習
を
行
う

グ
ル
ー
プ
な
ど
に
、
無
料
で
指
導

員
の
派
遣
や
お
ど
り
の
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ
を
配
布
し
ま
す
。

　

ま
た
、
六
間
通
り
会
場
で
の
お

ど
り
の
誘
導
員
も
募
集
し
ま
す
。

指
導
員
派
遣
期
間
7
月
1
5
日
④

　

～
8
月
8
日
⑨

派
遣
先
職
場
や
町
内
会
な
ど

誘
導
員
の
活
動
内
容
う
ち
わ
の

　

配
布
と
踊
り
の
誘
導

誘
導
実
施
日
時
8
月
1
5
日
⑥
・

　

1
6
日
⑥
い
ず
れ
も
午
後
7
時
3
0

　

分
～
9
時
3
0
分
（
1
日
で
も
可
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
商
工
会
議
所
内
お
お
の
城
ま

　

つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
豊

　

6
6
・
1
2
3
0
）

お
ど
り
保
存
会
会
員
募
集

越
前
お
お
の
お
ど
り
保
存
会

　

踊
り
に
興
味
の
あ
る
人
や
習
っ

て
み
た
い
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
●
問
い
合
わ
せ
先
越

　

前
お
お
の
お
ど
り
保
存
会
事
務

　

局
（
大
野
商
工
会
議
所
内
容

　

6
6
・
1
2
3
0
）



福祉＆れあいまつり開催

5月30日、陥祉ふ才lあいまつりが有終会館で開催さわ、

たくさんの人でにぎわいました。多日的ホールには、

小学乍や施設の作品の展示も行わわていました。

半世紀の節目、誓い新たに

大野市赤1一字参仕団の結成50周年大会が、5月28日に

行われました。集まった団口約130入は半世紀を振

0返りながら、今後の活動推進を杵い合いました。

伝統のたいまつ登山

6月5［｜、市内のヽ㈲｜＿1愛好者グループ

大野親岳会らIミ催で、飯降山たいま

つ登山が行われました。参加した

約70人はたいまつを刊こ大野の

夜景を堪能していました。

「水」の講演会

5月22日、大野の水

を考える会が主催で

「水」の講演会を開

催しました。汚水処

理の現状、課題など

の内容で、訪れた多

くの人は熱心に聞き

入っていました。

北坂弘子さんを囲む会

5月29日、図書館で開催されてい

た布絵展の作者、北坂弘了・さんを

囲む会が行われ、大野の朝巾を描

いた作品をバックに、布絵の話題

に盛り上かっていました。

粘循回也詣秘書広報課広報広聴係豊66・1111



話循回也場

列車の待ち時間を有意義に

JR越前人野駅に［待介学習室］が

出来ました。この学習室は、通学で

駅を利川している高校生らに、待ち

時間を有意義に過ごしてもらおうと

設μされたものです。広さは約20平

方≒、長机といすなどが）ii．aさわ、

冷暖房も完備されています。

六野の景観を守り、育て、つくる

引」2冊］、第川111人野11諸｜；I打景観審議会

が開かれました。二の審議会は、大野ら

しい景観を生かし、誇0を持って住める

魅力ある個件豊かな芙しいまちづくりを

進めることを日的としています。

春の交通9全運動

春の交通安全運動にちなみ、さまざまなイベントが

行われました。5月10日、大野荘の人たちが手作り

の交通安全マスコットを配りました。11日は「四ツ

葉会」による、信号機やカーブミラーの清掃奉仕、

12日には、清瀧神社で交通安全祈願祭と市内パレー

ドが行われ交通安全を呼びかけました。

身近な話題をお知らせください。



お
知
ら
せ

7月

恐竜エキスポ

ふくい2000

健
康
づ
く
り
講
演
会

市
保
健
セ
ン
タ
ー

　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
最
新

の
健
康
づ
く
り
や
医
療
の
情
報
を

知
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
7
月
1
8
日
四
午
後
2
時
～

　

4
時

場
所
有
終
会
館

講
師
三
国
町
藤
井
医
院
院
長
・

　

藤
井
康
弘
さ
ん

演
題
楽
し
い
生
き
方
、
す
て
き

　

な
死
に
方

入
場
無
料

申
込
締
切
日
7
月
7
日
本

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
豊
6
5
・
7
3

　

3
3
）

汽
車
と
バ
ス
に
乗
つ
で

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
よ
う

市
役
所
生
活
環
境
課

　

公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
を

目
的
と
し
て
「
越
美
北
線
と
乗
合

バ
ス
に
乗
る
運
動
を
進
め
る
会
」

で
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

日
時
7
月
C
V
l
目
口

会
場
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ラ
ン
ド

　

中
竜
（
和
泉
村
）

内
容
中
竜
マ
イ
ン
号
（
マ
イ
ク

　

ロ
バ
ス
）
に
乗
っ
て
地
底
探
検

　

の
旅
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど

対
象
市
民
（
小
学
生
以
下
は
保

　

護
者
同
伴
の
こ
と
）

参
加
費
交
通
費
と
し
て
、
中
学

　

生
以
L
I
1
7
0
0
円
、
小
学
生

　

9
0
0
円

申
し
込
み
期
間
7
月
6
日
囚
～

　

9
日
今
（
先
着
8
0
人
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
生
活
環
境
課
（
豊
6
6
・
1

　

1
1
1
内
線
4
6
2
）

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
隊
員
募
集

大
野
1
団

　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
は
毎
年
9
月

が
年
度
始
め
と
な
り
、
8
月
末
ま

で
新
隊
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
者
幼
稚
園
・
保
育
園
の
年

　

長
組
か
ら

募
集
説
明
会
7
月
1
0
日
①
、
7

　

月
1
5
日
米
ど
ち
ら
も
有
終
会
館

　

で
午
後
7
時
3
0
分
～

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
明

　

石
宣
夫
さ
ん
（
新
庄
1
7
－
9
1

　

1
豊
6
6
・
3
9
0
8
）

第
3
1
回
市
少
年

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課

開
催
日
7
月
3
1
日
①
～
8
月
1

　

日
的
（
雨
天
の
場
合
、
3
日
火

　

ま
で
順
延
）

会
場
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
資
格
大
野
郡
市
の
小
学
生

競
技
方
法
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

申
込
締
切
日
7
月
9
日
②

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課
（
豊

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
L
C
0
0
C
M

乳
幼
児
医
療
の
手
続
き

　
　
　

お
済
み
で
す
か

市
役
所
福
祉
履

　

三
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
医
療
費

が
助
成
さ
れ
ま
す
。
な
お
所
得
制

限
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
（
シ
ヤ
チ
ハ
タ
除
く
）

　

健
康
保
険
証

　

保
護
者
名
義
の
預
金
通
帳

　
　

（
郵
便
局
以
外
の
も
の
）

手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
先
市
役

　

所
福
祉
課
児
童
福
祉
係
（
豊
6
6

　

・
1
1
1
1
内
線
4
7
7
）

市
制
度
融
資
信
用
保
証
料

　
　
　

2
分
の
1
を
補
助

市
役
所
商
工
観
光
課

　

市
の
制
度
融
資
を
利
用
す
る
場

合
、
信
用
保
証
協
会
の
信
用
保
証

を
付
し
て
融
資
を
受
け
た
人
に
対

し
、
信
用
保
証
料
の
2
分
の
1
を

市
が
補
助
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
1
千
万
円
を
5
年
償

還
で
保
証
協
会
の
信
用
保
証
を
付

し
て
融
資
を
受
け
た
場
合
、
信
用

保
証
料
は
現
行
で
は
2
7
万
5
千
円

に
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
で
は
2

分
の
1
の
1
3
万
7
千
円
を
市
が
補

助
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

対
象

　

商
工
業
振
興
資
金
（
運
転
・
短

　

期
を
除
く
）

　

地
域
経
済
安
定
対
策
特
別
資
金

申
し
込
み
先
大
野
商
工
会
議
所

　

・
大
野
織
物
工
業
協
同
組
合
・

　

大
野
撚
糸
工
業
協
同
組
合

問
い
合
わ
せ
先
市
商
工
観
光
課

　

商
工
労
政
係
（
容
6
6
・
1
1
1

　

1
内
線
3
3
2
）

交通
安全

聶
び

夏
の
交
通
安
全
市
民
運
動

　

7
月
2
1
日
④
か
ら
8
月
2
0
日

参
ま
で
夏
の
交
通
安
全
市
民
運

動
が
行
わ
れ
ま
す
。

夏
の
交
通
安
全
重
点
事
項

・
夏
の
開
放
感
や
レ
ジ
ャ
ー
に

　

よ
る
飲
酒
運
転
、
過
労
運
転
、

　

ぼ
ん
や
り
運
転
の
防
止

・
若
者
の
無
謀
運
転
の
防
止

・
「
交
通
マ
ナ
ー
日
本
一
・
お

　

も
い
や
り
大
野
」
運
動
推
進

・
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル

　

を
守
り
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上

　

を
心
掛
け
る

こ
れ
ら
の
重
点
事
項
を
守
り
交

通
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で
の
取
り
組
み

　

交
通
事
故
に
つ
い
て
家
族
で

　

話
し
合
い
、
交
通
マ
ナ
ー
の

　

実
践
を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

地
域
で
の
取
り
組
み

　

高
齢
者
の
動
き
を
よ
く
理
解

　

し
、
地
域
ぐ
る
み
で
交
通
安

　

全
の
意
識
を
高
め
ま
し
よ
う
。

職
場
で
の
取
り
組
み

　

無
理
の
な
い
運
転
計
画
を
立

　

て
、
「
ゆ
と
り
」
と
「
お
も

　

い
や
り
」
の
あ
る
運
転
を
心

　

掛
け
ま
し
よ
う
。



●INFORMATION

行
政
相
談
は
お
気
軽
に

市
役
所
総
務
課

　

地
域
住
民
の
行
政
相
談
に
応
じ

る
た
め
に
次
の
人
が
行
政
相
談
員

に
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

吉
田
と
み
子
本
町
3
1
1

　
　
　
　
　

（
き
6
6
・
3
2
6
1
）

三
宅
嵩
天
神
町
7
－
4

　
　
　
　
　

（
豊
6
5
・
0
5
8
4
）

　

行
政
相
談
員
は
、
自
治
体
や
公

団
な
ど
が
行
っ
て
い
る
仕
事
に
つ

い
て
住
民
か
ら
苦
情
や
要
望
・
意

見
を
聞
い
て
、
行
政
監
察
事
務
所

と
協
力
し
て
そ
の
解
決
に
当
た
り

ま
す
。

　

行
政
相
談
を
受
け
た
い
人
は
気

軽
に
ど
う
ぞ
。

相
談
日
毎
月
第
一
・
三
木
曜
日

　

午
後
1
時
3
0
分
か
ら
4
時
ま
で

場
所
有
終
会
館
別
館
相
談
室

国
民
年
金
基
金
に
加
入

し
て
年
金
の
上
積
み
を

国
民
年
金
基
金

　

国
民
年
金
基
金
に
加
入
す
る
と
、

自
営
業
の
人
な
ど
が
加
入
し
て
い

る
国
民
年
金
に
上
乗
せ
さ
れ
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
並
み
の
年
金
保
障
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

・
加
入
で
き
る
人
は
？

　

2
0
歳
以
上
6
0
歳
未
満
の
第
1
号

被
保
険
者
で
、
自
営
業
・
農
林
漁

業
・
学
生
・
無
職
の
人
で
す
。

・
掛
け
金
は
？

　

加
入
は
口
数
制
で
、
老
後
の
生

活
設
計
に
合
わ
せ
年
金
額
や
給
付

の
型
を
選
択
で
き
柔
軟
性
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
加
入
時
の
年
齢

に
よ
っ
て
掛
け
金
の
額
が
変
わ
り

ま
す
か
ら
、
若
い
う
ち
に
加
入
す

る
方
が
負
担
も
少
な
く
な
り
ま
す
。

●
社
会
保
険
料
控
除
は
？
・

　

掛
け
金
は
全
額
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
、
所
得
税
・
住

民
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
県
国
民
年
金
基

　

金
（
豊
O
1
2
0
・
4
0
・
4
3

　

5
5
）

粗
大
ご
み
持
ち
込
み

　
　
　

特
別
受
け
付
け

市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

平
日
に
粗
大
ご
み
の
持
ち
込
み

が
で
き
な
い
人
に
、
粗
大
ご
み
特

別
受
け
付
け
が
行
わ
れ
ま
す
。

日
時
7
月
2
5
日
計
午
前
8
時
3
0

　

分
～
午
後
4
時

対
象
物
自
転
車
、
家
電
製
品
な

　

ど
の
粗
大
ご
み
（
燃
や
せ
る
も

　

の
は
縦
叩
～
、
横
8
0
て
程
度
）

対
象
と
な
ら
な
い
物
農
機
具
類

　

な
ど
の
産
業
廃
棄
物

手
数
料
有
料

そ
の
他
粗
大
ご
み
は
、
ご
み
ス

　

テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
な
い
で
く

　

だ
さ
い

受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
a
6
5
・

6
1
2
0
）

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
　

利
用
開
始

市
役
所
都
市
整
備
課

　

奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園
多
目
的
グ

ラ
ウ
ン
ド
が
7
月
3
1
日
①
か
ら
利

用
で
き
ま
す
。

　

野
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
陸
上
、

サ
ッ
カ
ー
な
ど
に
利
用
で
き
ま
す
。

料
金
は
無
料
で
す
が
、
専
用
す
る

に
は
許
可
が
必
要
で
す
。

利
用
申
し
込
み
先
奥
越
ふ
れ
あ

　

い
公
園
（
容
6
5
・
8
6
1
4
）

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
都
市
整

　

備
課
（
容
6
6
・
1
1
1
1
内
線

　

3
5
1
）

放
送
大
学
（
教
養
学
部
）

1
0
月
入
学
の
学
生
募
集

放
送
大
学
福
井
学
習
セ
ン
タ
ー

放
送
大
学
で
は
、
第
2
学
期
の

学
生
を
募
集
し
ま
す
。

入
学
資
格
1
8
歳
以
上

募
集
学
生
全
科
履
修
生
（
大
学

　

卒
業
を
め
ざ
す
人
）
選
科
履
修

　

生
・
科
目
履
修
生
（
広
く
教
養

　

を
身
に
つ
け
た
い
人
）

募
集
期
間
6
月
1
5
日
収
～
8
月

　

1
5
日
⑥

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
放

　

送
大
学
福
井
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　

（
〒
9
1
0
－
0
0
0
5
福
井

　

市
大
手
3
1
H
－
1
7
福
井
県
民

　

会
館
内
a
0
7
7
6
・
刀
・

　

6
3
6
1
）

※
お
わ
び
と
訂
正

　

当
紙
6
月
号
、
7
頁
の
キ
ッ
ク

ペ
ー
ス
ボ
ー
ル
の
日
時
は
8
月
8

日
⑩
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
1
5
頁
の
人
権
擁
護
委
員
の
名

簿
の
中
で
、
土
本
丈
子
さ
ん
は
堂

東
昭
子
さ
ん
（
中
野
4
6
－
4
1
豊

6
6
・
3
7
1
0
）
の
誤
り
で
し
た
。

お
わ
び
申
し
上
げ
訂
正
し
ま
す
。

シャットアウト！！食中毒

腸炎ビブリオにご用心！

　

昨年、食中毒患者で一番多かっだのは、魚介類を

原因食品とする腸炎ビブリオによるものです。食中

毒は簡単なことをきちんと守れば予防できます。

　

食中毒予防の三原則「清潔、迅速、加熱・冷却」

を守りましょう。

　　　

＜腸炎ビブリオ食中毒予防対策＞

○魚介類は買ってから調理するまでの間、低温

　

で管理しましょう。

○魚介類を調理するときは、真水の流水でよく

　

洗いましょう。

○調理後は、早めに食べましょう。

奥越保健所大野保健部

ね九りんピック開催

　

高齢者の国体「ねんりんピック」

まで、あと3か月となりました。

　

当市では、10月10日と11日に卓球

交流大会を開催。全国から訪れる選

手の受け入れに、婦人会や老人会な

どの皆さんも協力する予定です。現

在、各地域が取り組んでいる「花い

っぱい運動」で育てられた花を会場

のエキサイト広場や主要施設に飾

り、訪れた人を迎えようという計画

も進められています。

全国から大勢の人

が訪れます。「お’

招きする」という

気持ちで温かく迎

え入れましょう。
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